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イベント概要 

 

[企業名]  明和地所株式会社  

 

[企業 ID]  8869 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 決算説明会  

 

[決算期]  2024 年度 第 4 四半期  

 

[日程]   2024 年 5 月 21 日 

 

[ページ数]  48 

  

[時間]   10:00 – 10:44 

（合計：44 分、登壇：32 分、質疑応答：12 分） 

 

[開催場所]  100-6307 東京都千代田区丸の内 2-4-1 丸ビル 8 階 

   丸ビルカンファレンススクエア Room4 

 

[会場面積]  200 ㎡ 

 

[出席人数]  30 名 

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役社長  原田 英明（以下、原田） 

常務取締役執行役員  柿﨑 宏治（以下、柿﨑） 
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執行役員   多呂 裕之（以下、多呂）  
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登壇 

 

 

 

原田：明和地所株式会社代表取締役社長の原田でございます。本日はお忙しい中、当社の決算説明

会にご参加いただきありがとうございます。 

本日は、5 月 13 日に公表した決算説明資料に沿ってご説明します。また、同日に公表した中期経

営計画 2027 についても、計画の概要と進捗状況についてご説明します。 

24 年 3 月期は、前期比で増収減益となりました。分譲マンションの粗利率が好調であった前期に

比べ低下したことで、分譲事業で減益となったことが主な要因です。2 月に公表した修正予想を上

回って着地し、24 年 3 月期の期末配当金は、修正予想の通り 40 円の予定です。 

先ほど申し上げた通り、5 月 13 日に中期経営計画 2027 を公表しました。市場環境の変化を受け

て、25 年 3 月期から 27 年 3 月期までの 3 カ年を対象として、計画を見直しました。分譲事業に

ついては、計画期間中の目標に対する売上材料を確保済です。 
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なお、中計初年度となる 25 年 3 月期の業績見通しは、増収減益となる見込みです。分譲マンショ

ンについては、通期の売上計画 500 億円のうち、既に 8 割が契約済です。25 年 3 月期の配当金

は、40 円の予想です。 

 

それでは、順に詳細をご説明させていただきます。 

まず、24 年 3 月期の連結業績についてご説明します。売上高は 712 億円、前期比 14%増、営業利

益は 49 億円、前期比 16%減、経常利益は 39 億円、前期比 20%減、当期純利益は 27 億円、前期

比 37%減と、増収減益となりました。 

分譲事業は、分譲マンションの粗利率が前期比で低下したことで、利益段階では減益となりまし

た。販売については、他社との差別化を図り、高付加価値物件の開発に努め、好調に推移しており

ます。 

流通事業は、買取再販・売買仲介ともに好調で、二桁成長を継続しております。また、ウェルスソ

リューション事業では、賃貸マンション 2 棟の引渡しを行いました。 

管理事業は、他社管理物件のリプレイスが好調で、前期比 1.5 倍と増加しております。 

なお、2 月に公表した修正予想に対しては、営業利益で 10%、経常利益で 14%、当期純利益で

15%上振れて着地しております。主に、買取再販の上振れが要因となっております。 
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24 年 3 月期から、現状の事業管理体制に合わせ、記載の通り、報告セグメントを変更しておりま

す。 

 

連結業績の概要です。先ほど申し上げた通り、増収減益となりました。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

6 
 

 

売上高の前期比増減要因をセグメント別に見ると、分譲事業は、分譲マンションの引渡し戸数は減

少したものの、1 戸当たりの平均価格が上昇したことで、30 億円の増収となりました。 

成長分野と位置付けている流通事業は、買取再販・売買仲介がともに好調で、57 億円の増収とな

りました。 
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営業利益の前期比増減要因です。分譲事業は、12 億円の減益となりました。減益要因としては、

分譲マンションの粗利率が低下したことです。 

これは、23 年 3 月期の粗利率が通常よりも高かったことによるものであり、24 年 3 月期の粗利率

が低いということではございません。当社では、土地の購入基準を粗利率 18%としており、24 年

3 月期の粗利率は 19.2%と、基準を上回っております。 

流通事業は、約 3 億円の増益となりました。売上増による粗利の増加が、販管費の増加を上回った

ことによるものです。 

 

同じく、営業利益の増減要因を費目別に見ると、売上総利益の減少に加え、積極的な販売活動によ

り、販管費が増加したことで、営業利益は 9 億円の減益となっています。 

販管費は、流通事業を中心に人員を増強したことにより、人件費が増加したほか、買取再販の取扱

い件数が増加したことや、賃貸事業における資産の入れ替えに伴い、仲介手数料が増加しました。 

その他、分譲事業での供給が増えたことによる広告宣伝費の増加や、控除対象外消費税の増加など

もあり、販管費全体では 8 億円増加しました。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

 

24 年 3 月期は、804 戸の引渡しを行いました。主な竣工・引渡し物件はこちらです。 

左は 3 月に竣工した、クリオ世田谷松原ザ・クラシックです。穏やかな住環境が守られる第一種低

層住居専用地域に建てられ、1LDK から 3LDK の多彩な間取り、ルーフテラス付きやメゾネットタ

イプの 100 平米超えのプレミアムプランなどを非常にお客様に支持いただき、好調に販売が推移

した物件です。 
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支店においても、ご覧のような物件の引渡しを終えております。 

 

23 年 3 月期、24 年 3 月期のセグメント別売上高の構成はご覧の通りです。流通事業の構成比率

は、21.4%まで向上しました。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

23 年 3 月期、24 年 3 月期のセグメント利益の構成はご覧の通りです。流通事業は、前期比

123.7%と大きく利益を伸ばしました。 

 

次に、ROIC についてです。24 年 3 月期の ROIC は、3.7%となっております。 

WACC は、通期の値を算定中であり、25 年 3 月期の第 1 四半期の決算をめどに公表しますが、

WACC の値に大きな変化はなく、ROIC が WACC を上回り、引き続き株主価値を生み出している

と認識しております。 

事業別の詳細については、時間の関係上、本日は説明を割愛させていただきます。 
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続きまして、中計の説明に移ります。ここからは、今回見直しを行いました中計 2027 について、

内容を抜粋してご説明します。 

41 ページ、42 ページはサマリーになりますので、ご説明を割愛します。 
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まず、中期経営計画の再策定の背景についてご説明します。 

グラフは、建築費指数の推移と首都圏新築マンションの平均価格の推移です。左のグラフのよう

に、建築コストは上昇を続けており、右のグラフのように、首都圏における新築マンションの価格

も顕著に上昇しています。 

このような急速な事業環境の変化が当社の分譲マンション事業に与える影響は大きく、計画を見直

すこととしました。 
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こちらは、前中計の評価と今後の見通しです。特に強化を図ってきた流通事業や、安定的な拡大を

目指してきた管理事業については業績が順調で、今後についても好調に推移することが見込まれま

す。 

しかしながら、先ほどのスライドの通り、分譲事業については、事業環境の変化を受けて、ボリュ

ームの拡大を想定しにくい状況であると判断しております。 

建築費の上昇に対しては、いわゆるバリューエンジニアリング等で対策をとっており、相対的コス

ト競争力は維持できていると考えておりますが、建設業界の働き方改革等により、工期への影響が

出ております。 

また、上昇した建築費に見合う付加価値の高いマンションに適した用地は限られていることから、

分譲事業におけるボリューム拡大戦略を見直すこととしました。 
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中計 2027 における基本方針は、以下の 5 つです。 

1、パワーファミリー・富裕層をターゲットとする商品・サービスを販売、2、好立地・住まいここ

ちの良い上質な商品を提供、3、成長が続く中古市場への取り組みを強化、4、富裕層に好立地・高

品質な賃貸マンションを販売、5、利益の安定したマンション管理、賃貸事業を拡大。 

後ほど順次、事業ごとの詳細をご説明します。 
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中計 2027 における連結業績目標です。買取再販・売買仲介、富裕層向けのウェルスソリューショ

ン事業を含む、流通事業の成長を加速させます。 

売上高は、今期 25 年 3 月期に 790 億円、来期に 800 億円、最終年度である 27 年 3 月期に 880 億

円を計画しています。営業利益は、同じく 47 億円、51 億円、55 億円、経常利益は 36 億円、38

億円、41 億円を計画しています。 

コア事業である分譲事業を補完する事業を強化してまいります。 
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続きまして、株主還元についてです。当社は、財務体質強化のため、内部留保充実を両立させてお

り、安定した配当等を継続的に実施することを基本としています。中計期間中については、配当性

向 30%をめどに、安定的な配当を実施してまいります。 

中計期間中の配当金は、先ほどの計画通りに進んだ場合、40 円を予定しております。また、利益

が計画を超過して進捗した場合には、配当性向 30%をめどとした配当を実施する方針です。 
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また、流動性確保のために導入している株主優待制度についても、継続する予定です。 

 

ここからは、事業別の市場環境と具体的な施策についてご説明します。 

まずは、分譲事業の市場環境についてです。左のグラフは、当社のメインターゲット層である首都

圏の 30 代から 50 代、かつ世帯年収が 1000 万円以上の共働き世帯の数を試算したものです。

2015 年の 89 万世帯から 2020 年は 125 万世帯に、5 年間で 1.4 倍に増えています。 

こうした共働き世帯は、通勤の便利さと生活・教育のしやすさの両立を図ることが多く、そういっ

た好立地においては、戸建てに比べ、経済合理性の高いマンションを選ぶ方が増えております。ま

た、ライフスタイルの変化に合わせて住み替えが容易なことから、比較的流動性の高いマンション

へのニーズは高まっていると考えています。 

首都圏においてパワーファミリーや富裕層は増加しており、こうしたマンション販売のターゲット

層は拡大しているという認識です。 
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続いて、分譲事業における目標値と施策についてです。売上高については、今期 25 年 3 月期に

500 億円、来期に 450 億円、最終年度に 470 億円としています。粗利率は、18%を基準として用

地仕入れを行っております。 

施策としては、厳選した仕入れと仕入れ手法の多様化、富裕層に受け入れられる上質な住まいの提

供、徹底した品質管理とアフターサービス、こちらの 3 つを実施してまいります。 

特に、立地については、パワーファミリーや富裕層に選んでいただける好立地を厳選して、用地を

仕入れていくためにまい進しております。また、そうした層に選んでいただける上質な住まいづく

りを行っていく所存です。 
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こちらは、2 月に発表された、2024 年オリコン顧客満足度ランキングです。新築分譲マンション

首都圏の評価項目の「デザイン」で、62 社中、当社は 4 位にランクインしました。 

実際に、クリオマンションに住んでいる方々の満足度をランキングしたもので、8 位、5 位、4 位

と、年々満足度の順位が上がってきております。 

今後も、デザイン力を一層高め、パワーファミリーや富裕層に選ばれる住まいづくりを継続してま

いります。 
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流通事業における市場規模についてです。紺色のグラフが、中古マンション市場規模の推移です。

中古マンションの市場規模は、足元の 3 年間、平均 23%で成長を続けており、2023 年の市場規模

は 15 兆円を超えています。 

新築マンションの供給が限られる中、好立地の中古マンションへの需要は今後も拡大していくもの

と考えており、当社としては、買取再販事業・売買仲介事業を通じて、中古市場を取り込んでまい

ります。 
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買取再販の目標値と施策についてです。買取再販の前期の売上高は、110 億円でした。今後、今期

25 年 3 月期に 141 億円、来期に 182 億円、最終年度に 200 億円を目指します。 

粗利率は、10.5%を基準とします。分譲事業より低い粗利率ですが、売上回転は倍ですので、資本

効率は高くなります。より、資本回転を意識し、事業を推進してまいります。 

施策としては、上質なリノベーションマンションの提供、ボリュームの拡大、資本回転数を高め

る、この 3 つを掲げ、さらなる事業拡大を目指します。 
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続いて、買取再販の事例をご紹介します。こちらは、当社が 2003 年に分譲した、クリオレミント

ンハウス文京播磨坂です。お客様がお持ちのお部屋を当社が買い取らせていただき、リノベーショ

ンを施して再度販売しております。販売価格は、1 億 8,000 万円です。 

このような高価格帯の物件の取扱いを増やしており、買取再販事業は、分譲事業を補完する事業と

して好調に推移しております。 
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売買仲介についてです。売買仲介は、最終年度に売上高 22 億円を目標とします。人員の増員と取

扱いアセットの拡大により、収益力強化を図ってまいります。 

 

こちらは、2024 年 3 月末現在の売買仲介の店舗マップです。前中計期間中に店舗の新設や拡張・

移転を通じて、店舗網を整備してまいりました。店舗網の整備はひとまず終了し、店舗立地の最適

化を図れたと考えております。 

今後は、1 店舗当たりの人員数を適正化することで、店舗フォーマットの強靱化を図り、店舗の収

益性を高めてまいります。 
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賃貸住宅の市場環境についてご説明します。グラフは、東京 23 区におけるマンション賃料指数を

示したものです。 

東京 23 区における賃貸住宅の賃料指数は、物価指数の上昇を上回っております。特に、ファミリ

ータイプやコンパクトタイプの上昇が顕著で、ファミリータイプでは 3 割、コンパクトタイプでは

2 割の上昇となっております。 

当社が、主に手掛けているファミリータイプ、コンパクトタイプのマンションの賃貸需要は、今後

も旺盛に推移するものと考えております。従って、一棟ものの賃貸物件への投資需要は引き続き堅

調に推移すると予測しております。 
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次に、ウェルスソリューション事業についてです。ウェルスソリューション事業では、一棟ものの

賃貸物件を富裕層へ販売しております。最終年度に売上高 115 億円を目標とします。 

施策としては、ボリュームの拡大、富裕層に受け入れられる上質な賃貸マンションを販売、中古一

棟物件の取扱強化、アセットクラスの多様化、これらの 4 つを掲げ、事業を推進してまいります。 

先ほどご説明したように、賃貸住宅に対する需要は堅調であると見ており、富裕層向けに賃貸マン

ションを一棟販売しているウェルスソリューション事業の強化を進めてまいります。 

なお、クリオマンションで培った住まいここちの良い上質な賃貸物件は、富裕層の方々に大変ご好

評をいただいております。 
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マンション管理事業の市場環境についてです。左側のグラフは、分譲マンションストック戸数の推

移です。着実に増加しており、2022 年には 700 万戸弱となっています。 

右側のグラフは、首都圏におけるマンション管理費の推移です。マンションの管理費は上昇傾向に

あり、ここ 5 年間は、築 10 年以内の物件については平均 2%、新築については平均 3%を超える上

昇を続けています。 

マンション管理市場については、今後も安定して拡大を続けると考えております。 
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管理事業の目標と施策についてです。管理事業は、最終年度に売上高 62 億円を目指します。施策

としては、リプレイスの強化、ICT 活用によるマンション管理の効率化の 2 つを掲げ、事業を推進

してまいります。 

 

こちらは、2023 年オリコン顧客満足度ランキング、分譲マンション管理会社 首都圏のランキング

です。 
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管理会社担当者部門で第 2 位、世帯数 100 戸未満の小規模部門で第 3 位と、お客様の声を聞くこ

とを大切にしたマンション管理が高い評価をいただいております。 

今後も、顧客満足度を高め、適正な利益率を確保しながら、リプレイスを進めてまいります。 

 

最後に、賃貸事業の目標と施策です。賃貸事業では、自社開発した新築物件の組入れと資産ポート

フォリオの入れ替えを行い、最終年度に売上高 10 億円を目指します。 
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再掲ですが、こうした各事業の施策を推進し、最終年度である 27 年 3 月期は売上高 880 億円、営

業利益 55 億円、経常利益 41 億円を目指します。 

 

なお、中計 2027 の詳細は、当社コーポレートサイトにて資料を公開しておりますので、後ほどご

参照いただければと思います。 
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ここからは、常務取締役の柿﨑より、中計 2027 の進捗状況についてご説明させていただきます。 

 

柿﨑：常務取締役の柿﨑でございます。私からは、中計 2027 の進捗状況についてご説明申し上げ

ます。なお、中計の進捗については従来通り、半期ごとにご報告します。 

まず、分譲事業では、中計初年度となる今期 25 年 3 月期の売上目標に対して、既に 8 割の契約を

確保しております。また、27 年 3 月期までの計画期間中については、既に各事業年度の売上目標

を上回る売上材料を確保できています。 

流通事業の買取再販におきましては、仕入れが非常に好調で、足元では 25 年 3 月期の売上目標を

上回る売上材料を確保しています。管理事業は、他社管理物件のリプレイスが非常に好調で、管理

戸数は順調に推移しております。 

なお、中計の進捗状況については、2024 年 3 月末時点の数値となっております。 
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事業別に中計の進捗をご説明します。 

分譲事業の販売状況です。足元、販売が非常に好調に推移しており、今期は中計の売上目標に対し

て 8 割が契約済となっております。 

来期につきましても、既に約 5 割が契約済となっており、目標達成に向けて販売活動を進めており

ます。 
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分譲事業の売上材料についてご説明します。中計 2027 における売上目標に対して、売上材料を確

保済です。 

今期は中計の売上目標 500 億に対して 544 億円、来期は売上目標 450 億円に対して 480 億円、27

年 3 月期は売上目標 470 億円に対して 515 億円の売上材料を確保しております。 

引き続き仕入れに注力するとともに、物件の供給、そして販売を着実に進めてまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

33 
 

 

流通事業についてです。買取再販は、今期の中計売上目標 141 億円に対して 7 億円が、期初時点

で契約済となっております。 

買取再販については、販売から引渡しまでの期間が短く、回転率の高い事業であることから、契約

残は分譲事業に比べて少額となっております。 
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買取再販の売上材料についてです。こちらは、今期の中計売上目標 141 億円を上回る 150 億円分

を確保しております。今後、販売を積極的に進めていくことで、目標の達成を目指します。 

 

ウェルスソリューションの売上材料についてです。今期、来期ともに、それぞれの中計売上目標で

ある 65 億円、80 億円分の売上材料を既に確保しております。 

販売を進めるとともに、27 年 3 月期の売上材料の確保を進めてまいります。 
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72 ページから 75 ページまでは、同様の内容となりますので、説明は割愛させていただきます。 
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続きまして、25 年 3 月期の連結業績予想についてご説明します。既にご説明した中計初年度と、

数字は同じとなっております。 

今期 25 年 3 月期に売上高 790 億円、営業利益 47 億円、経常利益 36 億円、当期純利益 25 億円を

予想しており、増収減益の計画となっております。 
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売上高は、712 億円から 790 億円に、77 億円の増収となる見込みです。増減要因をセグメント別

に見ますと、成長分野と位置付けている流通事業において、買取再販、売買仲介、ウェルスソリュ

ーション、それぞれで増収を見込んでおります。 

 

営業利益については、減益となる見込みです。売上の増加に伴い粗利は増加するものの、2024 年

4 月に従業員給与のベースアップを実施したことや、分譲事業において広告宣伝費の期ズレが発生

し、販管費は増加する見込みとなっております。 

その結果、営業利益は前期から 2 億円減益の 47 億円の予想となっております。 
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今期の主な竣工物件をいくつか掲載しております。ご覧のように、既に完売している物件もいくつ

かございます。 
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分譲事業の引渡し予定です。今期は、竣工物件のうち 4 割が第 4 四半期に竣工予定となっておりま

す。そのため、前期ほどの偏りはないものの、売上高は第 4 四半期に集中する見込みとなっており

ます。 

当社としては、あくまでも通期での売上、それから利益の計画達成を重視して事業を進めてまいり

ます。 
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最後になりますが、株主還元についてご説明します。今期 25 年 3 月期の配当金は、40 円を予想し

ております。 

 

また、こちらの株主優待制度についても継続予定です。 

以上をもちまして、24 年 3 月期の決算と、中期経営計画 2027 の説明を終わります。 

ご清聴いただきまして、ありがとうございました。  
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質疑応答 

 

司会 [M]：これより、質疑応答に移らせていただきます。 

質問者 [Q]：  

御社の今後の成長戦略について、1 点お聞かせ願えればと思います。今後、日本は少しずつ人口が

減少していく中で、新築の分譲マンションの需要も少しずつ減少していくのではないかなと想定し

ております。そんな中で、御社の既存のビジネスを継続していくことで、御社の継続的な成長が可

能なのかをお聞かせ願えればと思います。 

原田 [A]：人口減少に対してのマンションのニーズ、住宅のニーズということですが、 

マンションの供給戸数は、リーマン・ショックの後から、首都圏で大体 3 万 5,000 戸ぐらいをずっ

と推移している状況で、ずっと供給過多になっていないです。また、東京に人口が集中して流入し

ていることも考えますと、まだまだ根強いニーズがあるのではないかと考えています。 

バブル崩壊後でいうと、最大の供給は、年間 10 万戸とかそんな時代もありましたが、実際、今は

そこまで伸びてない、そのニーズに対応しきれてないのが実情としてあると思います。また、逆

に、供給できるだけの用地の仕入れが進んでいない、これは業界全体の問題だと思うのですが、こ

うしたことも、一方においてあると思います。 

ですから、ニーズはまだまだあるけれども、供給できる戸数が、新築としてそこまでの供給をでき

るものが少なくなってきています。そうなってくると、必然的に中古市場、そのようなものも見な

がら、供給を増やしながら収益を上げていく、その道筋はまだまだ立てられるのではないかなと考

えています。 

質問者 [Q]： 

1 点うかがいたいことがございます。オリコン顧客満足度ランキングで、デザインの評価が年々上

がっていると思うのですが、これは何か改革やテコ入れなど、特別なことをやられたのでしょう

か。 

柿﨑 [A]：デザイン項目について、高評価をいただいている件についてご質問いただきました。 

当社においては、3 つほどキーワードを設けており、それが環境共生、地域貢献、それからコミュ

ニティ形成です。この 3 つがつながるデザインに従来から取り組んでおります。 
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こういったことを取り組んできた 2015 年のクリオ平和台という物件をはじめとして、これまで 4

物件でグッドデザイン賞を受賞しておりますので、その辺の、当社が策定したキーワードをしっか

り商品に反映できていることが、このような高評価をいただいている要因だと思います。 

質問者[Q]：2 点うかがいたいです。 

1 点は、先ほどご説明のありました、49 ページのパワーファミリーの位置付けは、パワーカップ

ルとどのように違うと捉えればよろしいのでしょうか。 

もう 1 点は、中古物件に対する電子契約は、どのように今後進めていくお考えでしょうか。 

柿﨑 [A]：まず 1 番目につきまして、パワーカップルとパワーファミリーの違いは、最初に出てき

たのがパワーカップルというワードです。近年におきましては、住宅で、もともとパワーカップル

はもちろんお 2 人様を指しているのですが、本当にご家族様全体で、いわゆる世帯年収が非常に高

い方がいらっしゃいます。 

つまり、お子さんいらっしゃる中ででも、当然働き方の改革などいろいろあり、ある一定の収入を

持っている方がいらっしゃるので、そちらに流れつつあるかなというのがあり、こういう表現を使

わせていただきました。 

2 番目にご質問いただいた、中古物件の電子契約については、中古契約ということもあり、仲介会

社様の意向も一部ありますが、当社におきましては現在、その数字は私、すみません、覚えており

ませんが、進んでおる状況です。今後、仲介会社さんのご了解を得ながら、ほぼ全てで電子契約を

進めていきたいとは思っております。 

質問者 [Q]：追加で、パワーファミリーの中には、夫婦だけでなく、例えばお子さんや親御さんと

の同居というか、収入も合算と捉えたらいいのでしょうか。 

柿﨑 [A]：そうですね。その件に関しては、皆さん本当にそれぞれで違うのですが、親御様が例え

ば資金をご提供される、そういったケースは引き続きある一定層いらっしゃいますので、いろいろ

な形での収入合算を含めた、全体的なご家族の世帯年収が高くなっているとご理解いただいてもよ

ろしいかと思います。 

司会 [M]：ご質問ありがとうございました。事前にいただいているご質問がいくつかありますの

で、ここでご紹介します。 

質問者 [Q]：買取再販の粗利益率が低下を続けていますが、今後の見通しはどうでしょうかという

ご質問をいただいております。 
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柿﨑 [A]：買取再販の事業については、非常にボリュームが拡大しており、そのボリュームが拡大

した分、粗利率の低下は現在起きておりますが、あくまで当社の想定の範囲内となっております。

特に前期については、市況自体が非常に良かったことがありますので、対前期比という意味で見て

も、ちょっと低下している形です。 

ただ、27 年 3 月期までの計画期間中の粗利率については、当社で今 10.5%と想定しておりますの

で、この部分はしっかりと堅持しながら、回転率をさらに注視して進めていきたいと思っておりま

す。 

司会 [M]：もう一つ、事前に頂いております。 

質問者 [Q]：マスコミの報道によれば、住宅ローン利用者の 7 割が変動金利を利用しているとのこ

とです。日銀のゼロ金利解除後も、短期プライムレートの据置きで、住宅ローンの変動金利は上昇

していないようですが、今後、日銀のさらなる金利引上げが行われた場合、住宅ローン金利の変動

を通じた事業への影響をどのように捉えているのでしょうかというご質問です。 

多呂 [A]：金融機関関係の方も多数ご参加されているところで、こういうお話をするのも何です

が、金利の動向は非常に不透明な部分もあります。外部的な要因、海外を含めてそういったことが

ありますので、何とも申し上げにくいですが、金利が引き上げられたとしても、住宅ローン金利に

対する影響は、現時点では限定的ではないかと考えております。 

ですので、そちらの住宅ローンの金利水準は今でも低いので、業績への影響は非常に少ないものと

考えております。 

司会 [M]：ここで、質疑応答を終了とさせていただきます。 

なお、今後の IR 関係のご質問やお問い合わせについては、資料記載のお問い合わせ先までお願い

します。1on1 ミーティングを実施しておりますので、ご希望がございましたら、お問い合わせ先

までご連絡いただけますと幸いです。 

これをもちまして、明和地所株式会社 2024 年 3 月期決算、および中期経営計画 2027 の説明会を

終了とさせていただきます。皆様、本日はお忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうござ

いました。 

［了］ 

______________ 

脚注 
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1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との戸別の書面契約なしでは、いかな

る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい

る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促

進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的

としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて利用者の責任で行ってい

ただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して利用者が被った

損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負わないものと
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す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部
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